
学科名：2019年度は2学科分合同

2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、中期目標・中期計画に基
づいて計画する（具体的に期限やレ
ベルなど数値目標を挙げて定量的に
記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容を
具体的に期限やレベルなど数値目標
を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。 ＊上段は中
間報告、下段は最終報告

(1)H.P等に、学生支援方針（学生
生活支援方針）を明示した。キャ
ンパスライフセミナーにおいて、
身の安全について注意喚起を行
い、警察署とは常に連携の取れる
体 制 で あ る 。
(2)不要な自転車を撤去し、駐輪場
を 整 理 し た 。
(3)学内外の奨学金は、掲示、メー
ルを通じて周知している。JASSOの
新制度については、決定し次第速
やかに周知する予定である。
(4) 特 に 要 請 は な い 。
(6)要請ボランティアについて、希
望者がいない場合も、積極的に学
友会や個別の声掛けをして地域貢
献できるようにしている。

(1)引き続き、警察と連携のとれる
体制を維持している。学生の情報
に 迅 速 に 対 応 で き た 。
（2）不要自転車の撤去を行った。
（3）学内の奨学金について掲示に
て周知したが、応募者はいなかっ
た。（4）障がい者学修支援委員会
で相談しながら対処できた。
（6）ボランティア活動を推進する
よう積極的にメール配信を行っ
た。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆
（１）2019年度計画は、就実短期大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。
（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

［学生支援］
建学の精神と教育目的・目標に基
づいて、多様な学生を募集し、そ
の入学を許可し、積極的に資源配
分を整備して学生の学習支援を図
り、成績評価基準等に従って学習
成果の獲得状況を評価して、学習
成果の獲得が向上するように教育
方法、教育課程及び教育プログラ
ムの見直しを行う。また、学生の
ニーズを的確にとらえ、それに対
応した学習支援の環境を整えるた
めに、 学生生活支援のための組
織や支援体制を整備し、専門的職
員を配置する。

（1）学生の生活支援のための教職員
の組織（学生指導、厚生補導等）を
整備し、クラブ活動、学園行事、学
友会など、学生が主体的に参画する
活動が行われるよう支援する。
（2）学生食堂、売店の設置等、学生
のキャンパス・アメニティや通学の
ための便宜（通学バスの運行、駐輪
場・駐車場の設置等）に配慮し、宿
舎が必要な学生の支援（学生寮、宿
舎のあっせん等）を行う。
（3）奨学金等、学生への経済的支援
のための制度を設け、学生の健康管
理、メンタルヘルスケアやカウンセ
リングの体制を整えるなど、学生生
活に関して学生の意見や要望の聴取
に努める。
（4）留学生が在籍する場合や社会人
学生が在籍する場合、学習及び生活
を支援する体制を整える。
（5）障がい者の受入れのための施設
を整備するなど、障がい者への支援
体制を整る。
（6）学生の社会的活動（地域活動、
地域貢献、ボランティア活動等）を
積極的に評価する。

(1) 安全で快適な学生生活を支援し
ていくために、入学時には「キャン
パスライフセミナー」等で、学生課
より学内外についての安全面での諸
注意を行うとともに、事件事故に巻
き込まれないよう警察署の生活安全
課へ講話を依頼し、大学周辺の危険
な情報を常に把握できるよう警察署
との連携を密にする。また、クラ
ブ・サークルにより多くの学生が入
部するよう、学友会を始め、各クラ
ブ・サークルの紹介をする機会を設
け る 。
(2) 駐輪場においては、不要な自転
車を廃棄し、駐輪場所が集中しない
よう掲示、指導を行う。オープン
キャンオパス等で、契約学生寮につ
い て 周 知 す る 。
(3) 学内奨学金制度の周知と、内容
の見直しや、拡充を検討していく。
（4）社会人学生から要望があれば
教務課と連携しながら応えていく体
制 を 整 え る 。
（6）ボランティア要請について積
極的に周知するとともに学友会と連
携して地域貢献に資する活動を経済
的にも支援できる体制を整える。

(1) 学生が、安心・安全な学生生活
が送れるよう、学生に関する諸問題
については、学生委員会において随
時審議していく。クラブ・サークル
活動については、学友会主導で活躍
または活動しやすい状況を維持でき
るよう支援する。
(2) 学生数に対して、十分な食堂・
駐輪場の確保や安全な通学ができる
よう、施設課と連携をとる。また契
約学生寮について周知する。
(3) 経済的な面において、学内奨学
金の受給についてハードルを明確化
するとともに、学外の奨学金を周知
する。　             　　　　(4)
社会人の学び直しについて、積極的
に支援を行う。
(6)学生の社会的活動について、情
報を周知するとともに、経済的支援
や側面支援等で積極的参加を促す。

就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各学科の年度計画及び実行計画と達成状況

部局名   ： 　学生課 計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行内容

中　期　目　標 中　期　計　画


